
認知症初期集中支援チーム
「いきいきサポート いずみさの」がサポートします！
　認知症専門医（サポート医）と医療・介護・福祉の専門
職がチームとなり、「認知症の早期発見・早期対応」を目指
して活動します。
活動内容　市内に住んでいる認知症（疑い）のある人の自
宅を訪問して、困りごと・心配ごとなどを伺います。その
うえで、今後の対応などを本人や家族と一緒に考え、必要
に応じて、医療・介護サービスに関する情報提供や説明な
どのサポートを行います。
例）●専門医への受診の調整
　　●必要な介護サービスの調整
　　●認知症の症状に合わせた対応のアドバイスなど
対象　40歳以上の自宅で生活している市民で、認知症の症
状などで困っている人
例）●認知症疾患の診断を受けたいが、受診を拒否している。
　　●医療サービスや介護保険サービスを利用していない。
　　●認知症による症状が強く、対応に困っている。
※相談内容に応じて対応します。
問合先　泉佐野市社協地域包括支援センター
　　　　　　　　（☎464-2977 Fax462-5400）

9月は健康増進月間です
～健康寿命延伸～

「1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ」
問合先　健康推進課

　泉佐野市では、市民一人ひとりの健康が活気のあるまちづくりにつながる
との理念のもと、平成27年3月に「健康増進計画」を策定、平成28年3月に
健康都市宣言し、健康づくりを推進しています。

平成30年分健康マイレージポイント
のさのぽポイントへの交換は来年2月
28日まで！
　20歳以上の市民で1,000ポイントたまった
人は、さのぽ1,000ポイントへ交換にお越し
ください。
ポイント付与数
●がん検診：各100ポイント
●マイレージ対象講座：1講座100ポイント
●健康診断（特定健診など）：200ポイント
●個人で立てた健康目標を実践：1日1回20
ポイント
交換方法　健康マイレージポイントカード、
さのぽカード（お持ちでない人には窓口で発
行できます）、本人確認書類を持参し、健康推
進課へ

問合先　健康推進課
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３
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65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

高
齢
介
護
課　

【抽選で特別ポイントが当たります】
　平成30年分（平成30年4月1日～12月31
日の実施分）を交換した人の中から、抽選
で特別ポイントとしてさのぽ10,000ポイン
トが当たります。当選者には来年3月中旬頃
までに連絡します。

健康フェスタ（健康マイレージ対象）
日時　9月24日㉁ 午前10時～午後3時
場所　いこらも～る泉佐野
内容
●体験コーナー（SATシステムによる食事バランスチェックなど）
※SATシステム…食事模型を選び、機械に載せるだけであなたの食事の
カロリーやバランスが分かるものです。
●りんくう総合医療センター医師による健康チェック、クイズラリーな
ど健康づくりに関する情報満載
●薬剤師による薬の相談、　保健師・栄養士などによる健康相談
●健康ボランティア活動紹介
●がんに関する相談やクイズ
※参加無料

※
実
父
母
の
被
爆
者
健
康
手
帳
の
番

号
と
受
診
申
込
者
の
印
鑑
が
必
要
。

実
施
日
と
健
診
場
所
は
申
込
後
、
本

人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

問
合
先　
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地
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料
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血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
当
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
主
に
人
工
透
析
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
透

析
ベ
ッ
ド
数
は
10
床
で
、

入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
透
析
を
施
行
し
て
い

ま
す
。
年
間
60
人
前
後
の
患
者
さ
ん
の
透
析

の
導
入
を
し
て
い
ま
す
。

　

腎
機
能
が
低
下
し
た
際
に
行
わ
れ
る
腎
代

替
療
法
と
し
て
人
工
透
析
、
腹
膜
透
析
、
腎

移
植
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
腹

膜
透
析
や
シ
ャ
ン
ト
血
管
の
診
察
、
治
療
も

行
っ
て
い
ま
す
。
人
工
透
析
で
は
１
分
間
に

平
均
２
０
０
ml
前
後
の
血
液
を
取
り
出
す
必

要
が
あ
る
の
で
、
シ
ャ
ン
ト
血
管
を
作
製
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ン
ト
血
管
と
は

皮
下
に
て
動
脈
と
静
脈
を
つ
な
い
だ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
血
管
を
使
用
し
て
、
人
工
透
析

を
行
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
ト
血
管
は
様
々
な
要

因
で
血
管
が
狭
く
な
る
の
で
、
風
船
で
血
管

を
内
側
か
ら
ひ
ろ
げ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
経
皮
的
血

管
拡
張
術
）
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

人
工
透
析
と
は
血
液
透
析
と
も
呼
ば
れ
る
よ

う
に
、
患
者
さ
ん
の
血
液
を
血
管
内
か
ら
ロ
ー

ラ
ー
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
取
り
出
し
、
ダ
イ
ア
ラ

イ
ザ
と
呼
ば
れ
る
人
工
腎
臓
の
筒
を
通
す
こ
と

で
血
液
内
の
不
要
物
質
の
除
去
、
電
解
質
の
補

正
そ
し
て
水
分
除
去
を
行
い
、
血
管
内
に
戻
し

て
い
ま
す
。
平
均
的
に
１
日
４
時
間
、
週
に
３

日
行
い
ま
す
。
入
院
中
の
患
者
さ
ん
が
対
象
で

す
の
で
、
退
院
後
は
近
隣
の
透
析
施
設
に
紹
介

し
て
、
透
析
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

様
々
な
要
因
で
、
急
激
に
腎
機
能
が
低
下
し
た

患
者
さ
ん
に
対
し
て
緊
急
的
に
透
析
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
多
職
種
の
連
携
で
成
り
立
っ

て
お
り
、
腎
臓
内
科
医
師
、
看
護
師
そ
し
て
臨

床
工
学
技
士
が
協
力
し
、
日
々
安
全
で
安
心
で

き
る
人
工
透
析
の
施
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

血
液
内
科
は
研
修
制
度
の
改
変
に

伴
い
一
時
診
療
を
縮
小
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
よ
り
大

阪
大
学
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
教
室

の
協
力
に
よ
り
入
院
・
外
来
診
療
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
他
地
域
か
ら
の
診
察
や
治
療
の
依
頼
も
多
く

な
り
、 

以
前
に
増
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
が
受
診
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
は
堺
以
南
で
は
大
学
病

院
以
外
の
国
公
立
病
院
で
唯
一
の
成
人
の
非
血
縁
者
間

（
骨
髄
バ
ン
ク
）
造
血
幹
細
胞
移
植
の
認
定
施
設
で
す
。

７
室
の
無
菌
室
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
急
性
白
血
病
の
化

学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
や
造
血
幹
細
胞
移
植
（
い

わ
ゆ
る
骨
髄
移
植
）
を
行
い
、〝
治
癒
〞
を
目
指
し
た

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

血
液
内
科
で
の
治
療
の
対
象
と
な
る
病
気
に
は
、
悪

性
リ
ン
パ
腫
、
急
性
白
血
病
、
慢
性
白
血
病
、
特
発
性

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
多
発
性
骨
髄
腫
、
骨
髄
異
形

成
症
候
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
血
液
検

査
を
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
悪

性
リ
ン
パ
腫
は
顎
（
あ
ご
）
や
腋
（
わ
き
）、
あ
る
い

は
鼠
径
部
（
股
の
付
け
根
）
の
リ
ン
パ
節
が
、
ケ
ガ
を

し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
腫
れ
て
く
る
病
気
で
す
。

時
に
リ
ン
パ
節
が
お
腹
の
中
だ
け
で
腫
れ
て
、
ご
自
分

で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
普
段

か
ら
か
か
り
つ
け
の
病
院
の
診
察
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
あ
る
い
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
早
期

に
病
気
を
発
見
し
て
適
正
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
で

す
。
す
な
わ
ち
泉
佐
野
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
遠
方

ま
で
受
診
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
、
こ
の
り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
診
断
か
ら
先
進
治
療
を
含
ん
だ

治
療
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
邁
進
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域
医
療
連
携

室
を
窓
口
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

血
液
内
科

診
療
局
長
兼
血
液
内
科
主
任
部
長　

烏
野
隆
博

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
長　

坂
口
俊
文

地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）

胃がん検診の指定医療機関を追加しました
　対象者や内容などは広報7月号をご覧ください。
問合先　健康推進課 所在地 指定医療機関 電　話 内視鏡の種類

経口 経鼻

泉南市

大阪晴愛病院 482-7777 ○ ○
大阪府済生会新泉南病院

（＊3）
480-5622
（＊2） ○ ○

しんめん内科クリニック 480-1160 ○ ○
泉南大阪晴愛病院（＊3）484-1199 ○

中井内科医院 483-2011 ○ ○
松本内科胃腸科 485-2008 ○
野上病院 484-0007 ○ ○

阪南市

馬野クリニック 447-8161 ○ ○
角谷内科医院 473-5288 ○ ○

阪口内科皮膚科クリニック 481-3939 ○
玉井整形外科内科病院 471-1691 ○ ○
阪南市民病院 471-3321 ○ ○

所在地 指定医療機関 電　話 内視鏡の種類
経口 経鼻

日根野 泉屋内科クリニック 467-3222 ○ ○
長　滝 樽谷医院 466-1180 ○
りんくう
往来北 りんくう総合医療センター 469-3111 ○ ○

熊取町

いしもとクリニック 451-3326 ○
くまとり坂口クリニック 493-8855 ○ ○
竹井クリニック 451-2765 ○ ○
永山病院 453-1122 ○ ○

田尻町 みのにしわかこJOYクリ
ニック（＊1） 466-2433 ○

（＊1）予約は来院のみ　（＊2）予約専用電話番号
（＊3）追加の医療機関

広報いずみさの 平成30年9月号19

泉佐野市H30.09月号.indb   19 2018/08/17   15:39:47


	けんこう・ふくし

	水道基本料金の減免制度
	平成30年分健康マイレージポイントのさのぽポイントへの交換は来年2月28日まで！
	【抽選で特別ポイントが当たります】

	認知症初期集中支援チーム「いきいきサポート いずみさの」がサポートします！
	9月は健康増進月間です～健康寿命延伸～「1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ」
	健康フェスタ（健康マイレージ対象）

	被爆二世健康診断
	胃がん検診の指定医療機関を追加しました
	地域の医療連携の中核を担うりんくう総合医療センター
	血液内科
	血液浄化センター



